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里山と水に囲まれて　花と緑あふれる　笑顔咲きそろうまち
毎月第１・３日曜日発行

あきは区役所だより  人　口： 73,413 人 （－32）
 男： 35,352 人 （－8）
 女： 38,061 人 （－24）
 世帯数： 31,143 世帯 （+16）
令和7年7月末現在（カッコ内は前
月比、住民基本台帳による）

中学生中学生とともにとともに「今」「今」そしてそして「これから」「これから」を考えるを考える

「中学生から発信！私たちの地域自慢 ＋ 地域の未来に望むこと」

　第1部では、区内全6中学校から
代表の生徒たち自身の言葉で、地
域の自慢や将来どんな地域にして
いきたいかが発表されました。発
表の中では、ただ要望を出すだけ
でなく、現状を分析し、実現するた
めには自分たちに何ができるか、
大人にどんな形で協力してほしい
かなど、論理的で一貫性のある提
言がされました。

　第2部ではコミュニティ協議会、自治協議会、各中学
校の教職員など大人たちの中に、中学生が加わってグ
ループワークを行いました。さまざまな立場の皆さん
が、地域の長所をどう伸ばしていくか、中学生が発表し
た未来に望むことにはどんな取り組みが必要になるか
について活発な議論が交わされました。

 ・ グループワーク全体を通して良い空気ができてい
た。中学生が加わることで話し合いに活気が出た。

 ・ 現状でもまだまだ地域の魅力を発揮しきれていな
い。今あるものも最大限活用していきたい。

 ・ 地域の強みや伝統文化が廃れてしまわないように
文化の継承と保存をしていくとともに、SNSを通し
た魅力発信でより多くの人に知らせていきたい。

　ITやデジタル技術が発展し、人と人との関わりが少
なくなっていく中で、地域と接する機会や場所、リアル
なつながりをどれだけ保てるかが今後のまちづくりの
価値になっていきます。グループワークのやりとりを
見ていて、そういったアナログな提案が多かったこと
が嬉しかったです。こどもたちは未来のまちづくりの
担い手となるとともに、今のまちづくりを一緒に進め
ていくパートナーです。目指す地域の未来像の実現に
向けて、今後も活動を進めていきましょう。

　秋葉区では、「こども真ん中のまちづくり」の実現に向秋葉区では、「こども真ん中のまちづくり」の実現に向
けて、学校と地域が協力して活動に取り組んでいます。地けて、学校と地域が協力して活動に取り組んでいます。地
域総掛かりで、明るい未来を共に築いていくために、一人域総掛かりで、明るい未来を共に築いていくために、一人
一人に何ができるかを考える「Akiha教育懇談会」を開催一人に何ができるかを考える「Akiha教育懇談会」を開催
しました。今号では中学生含む約160人が参加した当日しました。今号では中学生含む約160人が参加した当日
の様子を紹介します。の様子を紹介します。
問い合わせ問い合わせ　　地域総務課企画グループ（☎25－5672）地域総務課企画グループ（☎25－5672）

第１部
新津第五新津第五
中学校中学校

全校生徒にアンケート

を取りました
新津第二新津第二
中学校中学校

部活動・ボランティアを

通して地域の支えに！
新津第一新津第一
中学校中学校

大人にできること、

中学生にできること

「今日は中学生真ん中で考えよう！」

参加者の感想

講師の大正大学 金子准教授の講評・総括

Akiha教育懇談会Akiha教育懇談会

金津金津
中学校中学校

人が集まるまちづくり

地域の未来への提案
小須戸小須戸
中学校中学校

大人たちと自分たちで

創り上げるまちづくり
本番に向けて本番に向けて

準備・練習頑張りました！準備・練習頑張りました！

第2部

小合小合
中学校中学校

ワードクラウドを使って

分析しました




